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This study conducted a survey to examine what medical students should consider in partnerships
with prosthetists/orthotists from the perspective of interprofessional collaboration.The results of
the survey revealed that 16 out of 46 prosthetists/orthotists, or 36%, surveyed said they had trouble
working with physicians. The questionnaire and interviews revealed that there was a lack of
collaboration among patients, doctors and prosthetists/orthotists. This led to problems faced by
prosthetists/orthotists in their field, such as infrequent exchanges with physicians and poor
maintenance by prosthetic users after fitting. It also indicated that what we as medical students
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must learn for better patient QOL is that communication not only with patients but also with other
professionals such as prosthetists/orthotists is very important. Furthermore, we need to be aware
that there are many other professional areas we know little about and understand that there is a
need for positive information sharing. Based on the above, we realize that, in addition to acquiring
the knowledge and skills related to prosthetic devices as part of the pre- and post-graduate education
of physicians, we should also recognize that prosthetists/orthotists are an important part of team
medicine and that there is an urgent need for hospitals to create an environment in which
prosthetists/orthotists can participate in clinical team conferences.

















































































































































































































































































































































１．20～29歳 ２．30～39歳 ３．40～49歳 ４．50～59歳
５．60～69歳 ６．70歳以上
２．義肢製作所への勤務年数をお教え下さい。
１．１年未満 ２．２～５年 ３．６～10年 ４．11~20年
５．21～30年 ６．31年以上
３．年間どのくらいの患者さんに接していらっしゃいますか。
１．１～10人 ２．11～30人 ３．31～50人 ４．50～100人
５．101～200人 ６．201人以上
４．どのような年齢層の患者さんに接していらっしゃいますか。（複数回答可）
１．小学校入学前 ２．小学１～３年生 ３．小学４～６年生 ４．中学生
５．中学卒後～19歳 ６．20歳代 ７．30歳代 ８．40歳代




１．大腿義足 ２．下腿義足 ３．股義足 ４．膝義足
５．サイム義足 ６．足根中足義足 ７．足指義足 ８．肩義手
９．上腕義手 10．肘義手 11．前腕義手 12．手義手
13．手部義手 14．手指義手 15．筋電義手 16．上肢装具
17．体幹装具 18．下肢装具 19．靴型装具
20．その他（ ）
ご協力ありがとうございました。
69河合哲誠ほか：義肢製作に関わる職員と医師の連携についての調査
別紙２ 質問紙
義肢製作に関わる職員と医師の連携についての調査
１．義肢装具士の国家資格をお持ちですか。
１．はい ２．いいえ
２．「１．」で「２．いいえ」と答えた方に伺います。国家資格をお持ちでないことで、医師との連
携で困ることはありますか。
３．医師との連携で困っていることはありますか。
１．はい ２．いいえ
４．「３．」で「１．はい」と答えた方に伺います。具体的にどのようなことですか。回答可能な範
囲で、お答えください。
５．医師への不満を患者さんから伺うことがありますか。
１．はい ２．いいえ
６．「５．」で「１．はい」と答えた方に伺います。具体的にどのようなことですか。回答可能な範
囲で、お答えください。
７．医師にどのようなことを心がけてほしいと思いますか。
８．患者さんと接する上で、心がけていることは何ですか。
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９．どのような職種の方と連携をしていますか。
10．患者さんの精神的なケアのための取り組みをなさっていますか。
１．はい ２．いいえ
11．「10．」で「１．はい」と答えた方に伺います。具体的にどのようなことですか。回答可能な範
囲で、お答えください。（例：カウンセリングセンターの設置）
12．患者の障害部断端の汗や圧痛などの皮膚トラブルに対してどのような対応をしていますか。
13．20歳未満の義肢装着者の対応をなさったことがありますか。
１．はい ２．いいえ
14．「13．」で「１．はい」と答えた方に伺います。成人の方と対応について、どのような差異があ
りますか。回答可能な範囲で、お答えください。
15．患者さんの社会復帰について、心がけていることは何ですか。
16．患者さんのリハビリが終わり、自立生活ができるようになった後、どうその患者と関わってい
ますか。例：メールでのやり取り、メンテナンスでの関わりが続くなど）
ご協力ありがとうございました。
